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1　トラファルガー広場の再生デザイン(ロンドン)
・2003年竣工
・空間特性の指標化・可視化、事後評価

2　姫路駅周辺の公共空間整備 (姫路市)
・2014年竣工予定
・空間特性の指標化・可視化
3　賑わいづくり施策「発見」マニュアル
　（国交省国土技術政策総合研究所から受託）
・2014年3月公開
・ケーススタディ、分析検討、マニュアル案作成
4　都市空間構成と人の活動の現況把握 (熊本市)
・2010年
・歩行者分布、行動の調査、空間特性の可視化

人の動きや空間構成の現状をわかりやすく可視
化することによって、論拠に基づいたデザイン検
討を行うことを目指している。「人の観察手法」、
「空間解析技術」、「デザインの知見」を組み合わせ
て、オリジナルな分析検討・デザイン助言を提供
している。
　良いデザインによって、地域の経済活動を活性
化することを常に意識し、また、場所の社会的・
文化的な価値を高めることにも寄与することを目
指している。

これまでのまちづくりでは、現況把握が不十
分。場所のポテンシャルを活かせていない公共空
間が多い。「造るから使うへ」と言われている
が、使われにくい空間では価値を生み出せない。
空間的な「改造・改良」を行うことによって、新
たな機能をつくり、人の行動・活動を喚起するよ
うな戦略が必要である。
　大都市においては、世界に誇れる公共空間を長
期的な視点で構想する必要がある。地方都市で
は、中心市街地の現状について実空間と結び付け
て把握し、機能改善に向けた「ツボ」を発見す
る。専門家を交え、地域で幅広く共有、議論する
ことが有効である。

リヴァプール・ワン
（英国リヴァプール）

　市街地中心部の大規模な再開発プ
ロジェクトによって2008年にオー
プン。一体的なショッピングセンタ
ーのように運営されているものの、
歴史的な街路パターンを基本とする
沿道型の構成になっている。駐車場
の上部を、市民が集う芝生広場とす
るなど、人のための空間づくりが行
われている。
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